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以上の結果から今後は現在栽培されている主要な品種

を，ピーチシソに対する感受性の差によりいくつかのグ

ループに分類し，そのグループに対する適正濃度の検索

が必要である。

試験2　花菅に対する効果について

過去4カ年の試験結果からAcp peach－thine322を

散布した場合，摘果効果は膏に対する効果よりも花に対

する効果の方が高い傾向が認められた。そこでこの点を

確認し散布時期の再検討を行ない，今までより安定した

使用方法を確立するためこの試験を行なった。なお，こ

の試験は1965年度全国連絡試験として行なったものの一

部である。

1．試験方法

大久保13年生4樹を供試した。試験区は各樹より代表

的と思われる側枝上から長束枝5本を選び1試験区とし

各区4反覆した。

処理は100・200・400ppm各濃度の液をハンドスプ

レヤーにより十分散布した。

調査は散布時に菅と花を赤い毛糸で区別しておき，満

開20日，35日後の2回行い落果状況を調査した。

2　試験結果

第5表のとおり満開20日後の調査では各処理区の菅，

花ともに対照区の菅，花にくらぺ摘花効果が認められ菅

よりも花に対する摘花効果が各処区とも高かった。

満開35日後の調査では100，200ppm区の菅に対する

摘果効果は対照区とほとんど差がなくなったのに比較

し，花においては各処理区とも摘花効果が認められ，そ

第5表　着果減少状況

の程度は濃度が高くなるにつれて大となり．明らかに菅

と花との間に摘花効果の差が認められた。特に400ppm

区では菅が29．5％着果しているのに対し，花は3．7％と

ほとんどのものが落果していた。

薬害は各処理区とも試験1と同じように発生した。特

に400ppm区では激しく発生し実用的に問題があると思

われた。

3　考察

菅と花に対する摘花効果に明らかな差が認められた。

この原因が何によるかはAcppeaCh－thin　322の摘花

機構が解明されない現在，はっきりしたことはわからな

いが，菅と花の薬剤の吸収量に関係があるのではないか

と考えられる。すなわち花は蕾よりも表面積も多くまた

子房に直接散布される機会も多いので．そのため薬剤の

吸収量が多くなり，その差が摘花効果の差となって現れ

るものと考えられる。

今後は，今までより安定した薬剤摘花の方法を確立す

るため，ももの開花進展状況を調査し，さらに散布時

期，散布濃度の再検討を行なう必要がある。

桜桃の苦土欠乏症について

新妻　胤次・山崎　利彦・田　口　辰雄

（秋田県果樹試）

作物の昔土欠乏症は今日では．とくに目新しいもので

はなく，果樹においても柑橘，ブドウなどでは早くから

問題にされており，りんごにおいても4・5年来急激に

表面化してきた。

本県でもりんごの苦土欠乏については，その発生要因

を解析し，根本的な対策がたてられている。

ところが，わずかな作付面積ではあるが，随所に栽培

されている桜桃が早期に落葉し，ひどい場合には枯死す

る地帯もあり，原因が不明なままに桜桃の不適地とされ

てきた。

この原因を究明した結果，それが苦土欠乏であること

が明らかにされた。

1葉の症状について

欠乏症状はりんご，ぶどうと同じように．菓泳間の褐

変が多くみられるが，美化ないしは紫色に変ずる場合も
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第1園　　苦土欠乏による枯死寸前の桜桃
表層30～40ぐ花が黒

色の火山灰性土壌

でおおわれ，その

下層が円礫々土で

きわめて深い。

したがって，養

分吸収に役立つ土

壌が洗い上に排水

はきわめてよく，

さらに火山灰性土

壌であるため，保

肥力，保水力が劣

り，溶脱を受けや

すい土壌とみられ

る。

第1表は醍醐雛

におけるりんごの

苦土欠乏の健全園

と被害園とを比較

したものである。

これをみると発

葉の苦土欠乏症状

：ご1

多い。

8月上旬頃から

新桐基部薬からひ

どくなり，先端2

～3枚を残して全

部落葉することも

珍しくない。

2若土欠乏の

起きやすい

土壌

最も苦土欠乏症

状のひどい土壌は

醍醐続で，苦土欠

乏症は桜桃のほか

にりんご・ぶどう

・大豆をはじめ一

般畑作物にまでみ

られる。

この土壌銃は，

第　2　園
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第1表　　醍醐銃における背土欠乏と土壌化学性との関係

生の多い醍醐銃は有効態養分，とくに苦土，石灰はきわ

めて低いことがわかる。

3　薯土欠乏に対する若土，石灰施用

の効果

1▲試験方法

供試園土壌の化学的性質は第2表に示した。第1表の

りんご園土壌の置換性昔土と供試園土壌のそれを比べる

と，供試園の方がはるかに高く，この程度の昔土含量で

第　2　表　　供託園土壌の化学的性質

はりんごには欠乏症は出ないが．桜桃の苦土欠乏はひと

く，このことからも桜桃はりんごより苦土欠乏に弱いと

考えられる。

供託樹はナポレオソの3年生を用いた。

処理は1963年9月14日に下記の方法で行なった。

Mgl：1樹当り硫酸苦土0．25たぎ＋炭酸石灰0・25毎

Mg2：1樹当り硫酸苦土0．5軸十炭酸石灰0．5たg

Mg3：1樹当り硫酸苦土1．0吻＋炭酸石灰1．0物

いずれも土壌施用後軽く耕転。

2．試験結果

落葉程度におよ

はす処理の効果は

第3図に示した。

第3表に示すよ

うに1964年10月（

処理翌年）の菓内

苦土及び石灰含量

は0．25毎区に対し

て0．5軸，1．0軸

の両区は高くなる

債向がみられた。

おそらく供試園土

壌はこれらの両要

素含量がきわめて

少ないので．多量

の施用によって吸

収量が増大したも

のであろう。

三要素含量には

差は認められなか

った。

40・4l　2・7 2・Ol　再12・3l o・3

第3　図　書土施用の効果（施用翌年の状態）左：Mgl区　右：Mg　3区
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第3表　菓分析結果（処理翌年10月採集）

1964年の落葉は，0．25的区に対して0．5枚1．0的区

はきわめて少なかった。

また，1965年の現在も0．25軸区と0．5，1，0軸区の差

はきわめて顕著で，0．25的区には．かなり苦土欠乏がみ

られるが，多量区の0．5，1．0桓区には全く認められて

いない。

なお，成木に対しても，その多量施用（3樹に20軸づ

つ）によって2年後には，ほとんど欠乏症がみられない

までに効果が認められた。

4　む　　す　　び

1．横桃の乗除間が黄変ないし褐～紫変して早脚こ落

葉する症状の原因を研究し，これが苦土の欠乏によるこ

とを明らかにした。

2．3年生若槻に対して硫酸苦土及び炭酸石灰の施用

試験を行ったところ，0．25晦の施用では充分でなかった

が，0．5～1．0晦の施用によって翌年にはほとんど欠乏

症が認められないまでに回復した。

お　う　と　う　の実割れ防止試験

井　上　重　雄・原　田　良　平

（福島県園試）

1ま　え　が　き

おうとうの実割れの級柄は果肉細胞の診透現象によっ

て水分を吸収し，膨正により果皮に大きな張力をおよは

す結果生ずるものである。そして診適正は熟度が進むに

したがって漸次増大し．完熟期において最高となる。し

たがって吸水力も増大し最高となる。

おうとうの果実は，表皮細胞の上にクテクラ層を有

し，さらにその上にロウ質物があり，果実の表面には無

数の気孔を有し．この気孔より水分が果実内部に侵入す

る。また，来賓部の花柱脱落の痕跡にはロウ質物および

クチクラ層を有しないので，ここより水分が容易に侵入

して実割れの原因になることが明らかにされている0

おうとうの収穫期は例年降雨量が多く，そのため多く

の実割れ栗を生じ，おうとう栽培上の大きな問題となっ

ている。

そこで，雨水が果皮の気孔より果実内部へ侵入するの

を防ぐ目的で，果面に被操をつくる各種の薬剤を供試し

て実割れ防止試験を行なったのでその結果を報告する0

2　昭和38年度の試験結果の概要

供試薬剤として，OEDxlO，×30．×50，ポバール1

％，ポリプテソHV－3000．ポリプテソHV－1900．そ

れに展着剤としてアダラーを使用し，室内において果実

の水中浸潰，果実に対する散水，圃場での散布試験を実

施したが．いずれも判然とした結果は得られなかった。

この原因としては，昭和38年度は早期より降雨が多かっ

たために，実割れも早期より生じた。そのため試験を行

なう以前に実割れ果を予め摘果し，その後供試したので

実割れを生じやすい果実が淘汰されたためによるものと

考えられる。

昭和39年度には，OED－100を中心として，OED

グリーソ，9－8－2，PBWなどを使用して昭和58年

同様，果実に対する室内での散水試験，圃場での散布試

験を行なった。

3　試　験　方　法

1．果実に対する散水試験

tlI　試験1

「ナポレオン＿トを使用し，ビニールで被覆されている

同一樹より同熟度（収穫2～3日前の果実）のものを各

区20個づつ収穫し，収穫後ただちに9－8－2×30，

oED－100×40，OEDGx40（OEDグリーソ40倍


